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水
俣
病
発
生
確
認
の
一
九
五
六
年
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、
水
俣
病
事
件
は
社
会
的
に
は
終
息
し
つ
つ
あ
る
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
な
お
水
俣
病
は
学
術
的
に
も
政
策
的
に
も
被
害
者
の
補
償
と
救
済
の
面
に
お
い
て
解
決
さ
れ
た
と
は

言
い
難
く
、
抜
本
的
解
決
策
が
呈
示
さ
れ
ず
、
地
域
再
構
築
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
公
害
の
原
点
、
水
俣
病
が
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
そ
の
解
決
の
方
策
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
は
、
開
発
途
上
国
を
中
心
に
公
害
問
題
を
抱
え
る
海
外

に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
原
田
正
純
氏
が
提
唱
し
た
水
俣
学
の
理
念
と
方
法
を
発
展
さ
せ
、
水
俣
病
被
害
の

実
態
、
発
生
機
序
、
さ
ら
に
被
害
民
に
と
っ
て
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
基
礎
の
上
に
水
俣
病
に
よ
っ
て
脆
弱
化
し
た

地
域
社
会
や
大
量
の
水
銀
が
眠
る
水
俣
湾
埋
立
地
な
ど
環
境
の
課
題
と
過
去
か
ら
今
日
に
至
る
過
程
を
ふ
ま
え
た
地
域
再
構
築

戦
略
を
、
住
民
参
加
と
地
域
の
民
主
主
義
形
成
に
基
づ
い
て
再
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
構
想
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。 

 

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
の
成
果
の
報
告
を
目
的
と
し
て
い
る
。 
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花田昌宣（水俣学研究センター長） 

水俣と水俣病の将来を構想する 

―水俣学研究の到達点―  

 

田㞍雅美（水俣学研究センター研究員） 

健康・医療・福祉相談から見える 

水俣病被害の実態と施策の課題 

―被害者が求めるもの  

 

中地重晴（水俣学研究センター事務局長） 

水俣の健康リスクと環境リスクを 

再検討する 

 

藤本延啓（水俣学研究センター研究員） 

水俣市円卓会議の経緯と 

ゼロ・ウェイスト政策 

 

井上ゆかり（水俣学研究センター研究員） 

水俣学アーカイブを活用した 

研究拠点形成に関する実証的研究 

―水俣の知識インフラの拡充に向けて 

報告 


